
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 計画

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教師80％以上
〇学習状況調査等で記述式の正答率を昨年
より上げる。

・生徒が主体的に学ぶよう基礎基本を定着さ
せる活動を仕組む。
・根拠を明確にして自分の考えを表現する活
動を仕組む。

・ ・

学力向上コーディネーター

○学習内容の定着に向けた分かりやすい授
業の実践

〇「わかる授業」を目指し、全教科で授業公
開、授業研究に取り組む。
○「話し合う活動を通じて、自分の考えを深め
たり、広げたりすることができていると思う」と
回答した児童（生徒）７０％以上

・「わかる授業」を目指して授業を公開し、授
業改善に取り組む。
・「めあてと振り返り」「学びあう活動」「書く活
動」の充実を図るための校内研修の実施と授
業実践。

・ ・

研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊かな心を身に付ける教育
活動

○道徳に関するアンケートにおいて、肯定的
な回答をした生徒の割合80％以上。

・年間35時間の道徳科の授業を通して、道徳
的な判断力、心情、実践意欲と態度を養う。

・ ・

道徳教育推進教員

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○いじめ防止等（いじめの防止等のための取
組、事案対処等）について組織的対応ができ
ていると回答した教師の割合85％以上

・毎月の生徒用アンケートの実施と、毎週の
教育相談部会や毎学期の生徒指導連絡協議
会等を通して、生徒の動きに敏感にアンテナ
を張れる環境づくりを促進する。

・ ・

生徒指導

◎生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて
意欲的に取り組もうとするための教育活動の
実践

◎「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした生徒の割合80％以上。

・キャリア・パスポートの作成を通して、各種体
験活動における振り返りの充実を図る。
・進路を見通すことができる、中学校3年間を
見据えた進路学習を進める。

・ ・

進路指導

●望ましい生活習慣の形成
●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成

●「健康に食事は大切である」と考える児童
生徒85％以上。
〇朝食をとって登校する生徒90％以上。

・生活状況調査、食に関する意識調査の実
施。
・栄養教諭と連携し、発達段階に合った食に
関する授業の実施。

・ ・

食育担当

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。
〇長期休業等を利用した年間１０日以上の年
休取得70％以上

・超過勤務時間を正確に記録し、計画的な勤
務を行う。
・定時退勤日の確実な実施
・年休取得推進日の設定。
・水曜日、土日どちらかの部活動休養日の確
実な実施。

・ ・

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○不登校対策

○生徒が安心して通える学校環境づくり ○年間欠席日数３０日以上の生徒の割合前
年比－１０％を目指す。

・毎月の「有田っ子アンケート」の実施
・年２回の教育相談週間実施。
・週１回の教育相談部会を行い、状況や対応
について共通理解を図る。

・ ・

教育相談担当

○地域に開かれた学校づく
り

〇教職員、地域、保護者と学校の教育目標や
方針を共有し、教育滑動の充実を図る。

○学校の教育活動への参画が、学校の活性
化につながったと思う割合が８０％を上回るよ
うにする。

・年３回の学校運営協議会を開き、地域の
ニーズや声を学校教育に反映させる。

・ ・
コミュニティスクール担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上では、「学び合う活動」「書く活動」「ふりかえり」に重点を置いて取り組んだ。その結果、学力状況調査の昨年との比較で、無回答率が減少し、正答率も向上した。授業公開や授業研究会を充実させ、二極分化してい

る学力を向上させる指導法の研究を継続して行う。

・「不登校対策」として、SC・SSWと連携しながら不登校対策に取り組んだ。また、定期的な情報交換会を実施し、気になる生徒の状況や対応について共通理解を図りながら取り組むことができたが、不登校者数の減少とはなら

なかった。

２　学校教育目標 郷土を愛し、未来を切り開く健やかな体と豊かな人間性・創造性を持つ生徒の育成

３　本年度の重点目標
・「学びあう活動」「書く活動」「ふりかえり」の充実を通して、「わかる授業」を実践し、自分の考えを筋道を立てて豊かに表現できる生徒を育成する。

・「不登校対策」の体制を継続・充実させることで、不登校生徒の削減・増加の抑制を目指す。

学校名 有田町立有田中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価


